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　　　　免疫吸着療法が奏功 した SLE 随伴

　　　　　　　 血 小板減少 症 の
一例
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　全身 性 エ リ テ マ ト
ーデ ス （SLE） に 伴 う血 小板 減

少症 は しば しば SLE 自体 の 活動性 とは関係 な く増悪

し ， 治 療 抵抗性 の こ と が 多 い ．今 回我 々 は SLE の 急

性増悪期 に ス テ ロ イ ド不応性 の 血小板減少症を来た し，

免疫吸着療法 が 奏 功 した例 を経験 した の で 報告す る．

　【症 例】35 歳男性，平成 7 年 1 月微熱，関節痛，脱

毛で 発症 し 3 月当科受診．手指 の 凍瘡様紅斑，爪 囲紅

．斑を認め皮膚生検で SLE と診断さ れ た ．関節痛 に 対

し 消炎鎮痛剤 で 経過 を み て い た が，平成 8 年 1 月動悸，

動作時呼吸 困難 の た め S 病院受 診 し そ の 後 当院入院．

急性腎不 全， 肝障害 ， 心外膜炎，肺高血圧，血小板減

少，低補体血症 を 認 め，SLE 増 悪 と し て ス テ ロ イ ド

の パ ル ス 療法 お よ び内服を開始 し た．急性腎不全，心

外膜 炎 ， 電解質異常は 徐 々 に 改善 した が ，血小板減少

が進行 し た た め ス テ ロ イ ド不応性の 血小板減少 と し て

2 月 23 日か ら免疫吸着療 法 を 2 回施行 し た ．そ の 結

果徐々 に 血小板減少が改善 した．

　【結論】SLE に合併す る 血小板減少症に対 し て 免疫

吸着療法 が有用 で あ る と考 え られ た ．

血漿交換療法 を施行 した ANCA 関連血管炎の 2 症例
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　ANCA 関連血管炎 ， 特に 顕 微鏡 的多発血 管炎 は ，

高率 に 急速 進行性 糸球体 腎炎 と 肺出血 を起 こ し，そ の

生 命 予 後 に 大 き く影 響 を 及 ぼ す．今 回 ， 我 々 は

MPO −ANCA 陽性 の 血管炎患者 に 対 し，早 期 に 血 漿

交換療法 を施行 し良好な経過 を得た 2症例を経験 し た ．

　【症例 1】59 歳男性 ．両 虹 彩炎 ， 左 眼底出血 ， 発 熱

に よ り発症．入院後 ， MPO −ANCA 　160　EU 以 上 ， ク

レ ア チ ＝ ン 1　．　85　mg ／dl と上 昇 ， 尿所見の 増悪 を 認 め ，

PSL 　 50　mg ／day ，
　 Cyclophosphamide 　 50　mg ／day 投

与 と共 に ，
二 重膜濾過血 漿交換療法 （DFPP ）を週

1〜2 回 施 行 （計 21 回 ） し ， MPO −ANCA 　28　EU と

低下 ， ク レ ア チ ニ ン
， 尿所見の改善を認め た．

　【症例 2 】54 歳女性．発熱，体重減少，左手の し び

れ ， 左上 肢 ， 両下肢 の 筋 力低下 に よ り発症．MPO −

ANCA 　66　EU と 上 昇，ク レ ア チ ニ ン が 3，01　mg ／dl

へ と 急 激 に 上 昇 し， 尿所 見 の 増 悪 を認 め ， Methyl−

prednisolone　500　mg ／day の セ ミ パ ル ス 療 法 施行 と

共 に ．DFPP を 週 1 回 施 行 （計 8 回）．　 MPO −

ANCA 　10　EU 以 下 ，
ク レ ア チ ニ ン 1　．　30　mgfdl と 低

下 し，尿所見，神経症状 の 改善 も認めた．
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　抗カ ル ジ オ リ ピ ン 抗体 （ACA ）症候 群 の 治療 と し

て ， Steroid治療お よ び免疫抑制剤 の 効果 は 明 ら か で

な く，深部 静脈 血 栓症 に 対 し ワ
ー

フ ァ リ ゼ ー
シ ョ ン が

行わ れ て い る現状 で あ る．そ こ で我々 は ACA が 高値

を示 し，血 栓症 を合併 し た 本症候群 3症例 に つ い て セ

レ ソープ に よ る免疫吸着療法 を施行 し，そ の 効果 に つ

い て検討 し た の で 報 告す る．免療吸 着療法 は ， First

filterと して サ ル フ ラ ッ ク ス SS −05 を 用 い
， 血 漿処理

量 は 3L で 月 3 回施行 した ．

　【症 例 1 】K ．K ．46 歳 女 性．24歳 時 SLE 発 症．

Predonisolone　 15　mg 隔 日で 加 療 中に
’
ド肢 腫脹 あ り

深部静脈血栓症 と診 断．吸着療 法 に て ACA が 130 か

ら 57　IU／ml まで 減 少．

　【症 例 2 】E ．K ．33 歳 女 性．23 歳 時 SLE 発 症．

Methylpredonisolone　32　mg 連 日で 加 療 中 に 右 手 背

腫脹 あ り深部静脈 血栓症 と診断．吸 着療法 に て ACA

が 260 か ら 1001U ／ml まで 減 少．

　【症例 3 】S．H ．35歳男性．26歳時ネ フ ロ ーゼ症 候

群 に 対 し Steroid治 療 中 に 脳 梗 塞 合 併．　 Methyl−

predonisolone 　28　mg 隔 日 で 加 療 中．吸 着療 法 に て

ACA が 2｛〕0 か ら 1151U ／ml ま で 減少．

　3症 例 と も に ワー
フ ァ リゼ ー

シ ョ ン 施行下 で ， セ レ

ソープ 吸 着療 法 1 ク ール に て ACA は 平 均 54％ の 減

少が み られ た．吸着療法は ワー
フ ァ リゼ ーシ ョ ン と と

も に 血栓症 予 防 の 治療 と して 有効 で は な い か と考え ら

れ た．長期の臨床治療効果に つ い て は今後の 検討が 必

要で あ る．
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